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１．生成AIの概要

岡田　生成AIは、2022年11月にGPT-3が公開さ

れて以降、数カ月単位で進化し、現在ではGPT-4

が一般ユーザーに浸透している。科学論文から古

典、文学作品を含む巨大なコーパスを事前学習し

た人工知能は、ほぼ完全な自然言語を操り、何を

尋ねても的確に回答する。これまでにない高度な

知能を持ったチャットボットの登場は、公開直後

から爆発的に支持され、ロイター通信によるとわ

ずか２カ月で１億のアクティブユーザーを獲得し

たという。このユーザーベースの拡がりは過去の

いかなるアプリケーションよりも早い。

　現在のところ、生成AIの持つ高度な機能が、

生成AIが変える金融市場・資産運用業界への影響
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